
ルピナス通信ルピナス通信 No.127

保険診療資格書は無料発行　有効期間１年、政府発表保険診療資格書は無料発行　有効期間１年、政府発表

 ( 共同通信社 行政・政治 2023.2.17 配信 )( 共同通信社 行政・政治 2023.2.17 配信 )

★ 新介護医療情報★★ 新介護医療情報★

　政府は 17 日、現行の健康保険証を廃止してマイナンバーカードと一体化した「マイナ保険証」に　政府は 17 日、現行の健康保険証を廃止してマイナンバーカードと一体化した「マイナ保険証」に

切り替える際、切り替える際、カード未取得でも保険診療を受けられるよう、有効期間 長１年の「資格確認書」を無カード未取得でも保険診療を受けられるよう、有効期間 長１年の「資格確認書」を無

料発行すると発表した料発行すると発表した。現行保険証も１年間は有効とする。。現行保険証も１年間は有効とする。

　期間終了後の更新も認める。確認書は、カード未取得者のほか紛失した人や更新手続き中の人も利　期間終了後の更新も認める。確認書は、カード未取得者のほか紛失した人や更新手続き中の人も利

用できる。用できる。

　保険証廃止は 2024 年秋の方針で、政府はこれに合わせてマイナカードの利便性向上も検討。現　保険証廃止は 2024 年秋の方針で、政府はこれに合わせてマイナカードの利便性向上も検討。現

在は１カ月程度かかる紛失時の再発行を１週間以内、 短５日にする「特急発行」を 24 年秋までに在は１カ月程度かかる紛失時の再発行を１週間以内、 短５日にする「特急発行」を 24 年秋までに

始める。始める。

　新生児も特急発行の対象とする。出生届と併せてカード交付を申請でき、１歳未満は顔写真不要と　新生児も特急発行の対象とする。出生届と併せてカード交付を申請でき、１歳未満は顔写真不要と

し５歳の誕生日まで使えるようにする。し５歳の誕生日まで使えるようにする。

　カード取得に必要な市区町村窓口での対面による本人確認は、75 歳以上の高齢者や子どもなどカード取得に必要な市区町村窓口での対面による本人確認は、75 歳以上の高齢者や子どもなど

の場合、社会福祉施設の職員や保護者による代理申請をしやすくするよう自治体向けの事務処理要の場合、社会福祉施設の職員や保護者による代理申請をしやすくするよう自治体向けの事務処理要

領を見直す。市区町村とオンラインで結んだ郵便局からも本人確認ができるようにする。領を見直す。市区町村とオンラインで結んだ郵便局からも本人確認ができるようにする。

東京の抗体保有率 28.2％に、2022 年末調査新型コロナの第 7 波・東京の抗体保有率 28.2％に、2022 年末調査新型コロナの第 7 波・

第 8 波経て大幅に上昇第 8 波経て大幅に上昇 ( レポート 小川洋輔 [m3.com 編集部 ] 2023.2.12 配信 )( レポート 小川洋輔 [m3.com 編集部 ] 2023.2.12 配信 )

http://www.rupinasu-inc.co.jp/http://www.rupinasu-inc.co.jp/

　厚生労働省は 2022 年 11 ～ 12 月に実施した新型コロナウイルスの抗体検査の速報結果を公厚生労働省は 2022 年 11 ～ 12 月に実施した新型コロナウイルスの抗体検査の速報結果を公

表した。自然感染で獲得したとみられる抗 N 抗体の保有率は東京都で 28.2％、大阪府で 28.8％だ表した。自然感染で獲得したとみられる抗 N 抗体の保有率は東京都で 28.2％、大阪府で 28.8％だ

った。2022 年 2 ～ 3 月は東京で 5.7％、大阪で 5.3％だったが、第 7 波や第 8 波を経て大幅に上った。2022 年 2 ～ 3 月は東京で 5.7％、大阪で 5.3％だったが、第 7 波や第 8 波を経て大幅に上

昇した。昇した。

　厚労省が 2 月 8 日の新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（座長：脇田隆字・国　厚労省が 2 月 8 日の新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（座長：脇田隆字・国

立感染症研究所所長）で速報値として報告した。立感染症研究所所長）で速報値として報告した。

　厚労省による大規模な抗体保有調査は 5 回目。今回は 11 月 26 日から 12 月 27 日にかけて 5　厚労省による大規模な抗体保有調査は 5 回目。今回は 11 月 26 日から 12 月 27 日にかけて 5

都府県で計8157人が調査に協力した。内訳は東京都1798人、大阪府1525人、宮城県2040人、都府県で計8157人が調査に協力した。内訳は東京都1798人、大阪府1525人、宮城県2040人、

愛知県 1427 人、福岡県 1367 人。3 回目以降は、自然感染によって獲得したとみられる抗 N 抗体愛知県 1427 人、福岡県 1367 人。3 回目以降は、自然感染によって獲得したとみられる抗 N 抗体

とワクチン接種でも獲得できる抗 S 抗体の 2 種類を調べている。とワクチン接種でも獲得できる抗 S 抗体の 2 種類を調べている。

　抗 N 抗体の保有率はどの地域でも、2022 年 2 ～ 3 月の前回調査より大幅に上昇した（『東京の抗 N 抗体の保有率はどの地域でも、2022 年 2 ～ 3 月の前回調査より大幅に上昇した（『東京の

抗体保有率は 5.65％、2 カ月で 2 倍に』参照）。ただ、都市部でも 7 割以上がまだ自然感染していな抗体保有率は 5.65％、2 カ月で 2 倍に』参照）。ただ、都市部でも 7 割以上がまだ自然感染していな

いことになる。いことになる。

　これとは別に、日本赤十字社の協力を得て 2022 年 11 月 6 ～ 13 日に献血に訪れた 8260 人　これとは別に、日本赤十字社の協力を得て 2022 年 11 月 6 ～ 13 日に献血に訪れた 8260 人

を対象にした調査では、を対象にした調査では、東京で 31.8％、大阪で 40.7％など東京で 31.8％、大阪で 40.7％などとなっている（『新型コロナ抗体保有率、となっている（『新型コロナ抗体保有率、

東京都で 31.8％に、第 8 波前』を参照）。東京都で 31.8％に、第 8 波前』を参照）。


